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（第３号様式） 

会 議 要 旨 

会議名 令和３年度 第２回館山市中央公民館運営審議会 

開催日 令和４年２月４日（金） 

開催場所 館山市コミュニティセンター 第１集会室 

出席者 
[委員] 館山市中央公民館運営審議会委員 ５名 

[教育委員会] 教育長、中央公民館長、中央公民館職員２名 

公開・非公開の別 公開 一部非公開 非公開 

非公開の理由  

傍聴者  ０名（定員１０名） 

会議概要・結果等 

◇開会 

◇教育長あいさつ 

◇会長あいさつ 

◇委員及び職員紹介 

◇議事（審議事項） 

（１）令和３年度事業実施状況について 

（２）令和４年度事業計画について 

（３）その他 

【議事の概要】 

（１）令和３年度事業実施状況について 

（２）令和４年度事業計画（案）について 

◆事務局より説明（関連項目なので２項目について説明） 

・令和３年度中央公民館講座実施状況及び令和４年度中央公民館講座

事業の計画について説明。 

◆質疑・意見（質問・意見は◎で、回答は◇で表記する） 

◎令和 4年度の成人式は、実行委員会で行うということか。 

◇運営は、実行委員会で実施。県内のほとんどの自治体も実行委員会

形式で行っている。若者主体で行うよう来年度予算も要求した。 

◎実行委員会でやることは望ましいことだと思う。初めてやるには大

変だと思うが是非お願いしたい。若者も自分たちでやれば、意識も

変わってくると思う。 

◎令和３年の成人式代替事業が中止となり、ふるさと産品贈呈事業を

実施したことは大変素晴らしいことだと思う。ふるさと産品贈呈事

業の当初の見込みと申込率が低かった理由は何か。 

◇新しい事業なので、どれくらい申込があるのか想定はしてなかっ

た。この事業は、和歌山県田辺市で実施していた事業を参考にした。

田辺市に伺ったところ、申込のない方には再度ハガキで案内したと

のこと。館山市でも、申込のない方に再度案内すれば、申込率が上

がったと思う。カタログを同封した封筒は贈呈事業と赤字で目立つ

ようにしたが、中身を見ない方が多かったのではないか。 

◎コロナで様々な事業が中止となった。事業を行うための準備が一番

大変だと思う。先日もサークルフェスティバルもコロナの感染を心

配して中止となったが、中止に至るまでの公民館職員の苦労があっ

たと思う。来年は、是非開催できるようみんなで協力していきたい。 
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（３）その他 

◆令和２年度、３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

様々な行事が中止となった。ウイズコロナの時代に対応した公民館

運営について、委員の皆様が活動している分野で工夫している点等

を伺いたい。 

◎公民館での活動が制限されているため、高齢者の活動する場所がな

い。地区公民館においても、顕著である。みんな集まりたいと思っ

ている。 

◇福祉や社会教育の分野でも地域共生社会、みんなで支えあう時代に

なってきている。公民館の役割、場の提供が重要になっていくと思

う。コロナ過でどうしたらやっていけるか情報共有しながらやって

いければいいと思う。 

◎学校経由で子ども対象の講座の案内がくる。講座の申込をするが、

コロナのため中止となることが多い。子どもたちは楽しみにしてい

る講座が中止となると、残念。ウイズコロナの時代、講座の実施基

準があればいい。講座は全て中止するのではなく、条件を付けて開

催できないか。 

◇来年度に向けて、中央公民館や地区公民館講座を含め検討していき

たい。 

◎学童保育の現場では、マスクが正しくつけられない、マスクが苦に

なる、マスクをつけられない理由のあるこどもが中にはいる。家庭

でのマスクの正しい着用の協力が得られたらいい。 

◇マスクの着用、手指消毒、三密回避は基本。細かい積み重ねが必要。 

◎学校現場で経験したこと、伝えたい。昨年度１１月に修学旅行の予

定だったが、コロナのため１月に延期したが、１月も２月に延期、

２月もできなかったので体育館で朝ご飯を食べて、宿泊気分を味わ

おうということになったが、それもできなかった。修学旅行の代わ

りになることをやってあげられなかった。 

今年度は、修学旅行を予定していた時にできる範囲でやるというこ

とにした。１１月に計画し、市内のペンションを貸し切ることがで

きた。その時にできることをやっていくことが、子どもたちにとっ

て最も良いことではないか。 

◇その時々にみんなで工夫して考えるが大切だと思う。 

以上  

◇閉会 

 

 


